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令
和
８
年
度
の
行
政
連
絡
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
行
政
連
絡
委
員
に
は
、
お
も
に

町
か
ら
の
連
絡
事
項
を
地
区
の
皆

さ
ん
に
伝
え
た
り
、
役
場
か
ら
依

頼
さ
れ
た
調
査
報
告
に
関
す
る
仕

事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
地
区

と
行
政
の
架
け
橋
と
し
て
１
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

23
人
の
区
長
さ
ん
が
地
区
と
行
政
の
架
け
橋
に

地　区 氏　名

浜 稲　葉　壽　英

笹　　原 塚　田　浩　一

田　　中 丸　山　裕　輔

沢　　田 田　崎　秀　作

逆　　川 山　口　芳　成

上　　峰 稲　葉　哲　男

下　　峰 東　島　良太郎

谷　　津 鈴　木　好　一

縄　　地 山　本　三千男

見　高　浜 中　村　廣　行

長　　野 土　屋　梅　男

見高入谷 稲　葉　　　俊

梨　　本 板　垣　圭　一

泉　奥　原 田　嶋　光　紀

川　　横 板　垣　正　利

大　　鍋 渡　辺　尚　志

小　　鍋 立　花　正　邦

湯　ケ　野 山　下　智　己

下佐ケ野 相　馬　吉　希

上佐ケ野 長　田　義　久

天　　川　 相　馬　弘　房

筏　　場　 関　　　一　幸

大　　堰 上　野　正　弘

　

行
政
連
絡
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

新
体
制
で
ま
ち
づ
く
り
の
向
上
を
目
指
し
ま
す

新
消
防
団
長
に
相
馬
義
人
さ
ん

　
河
津
町
消
防
団
長
辞
令
交
付
式

が
４
月
１
日
、町
長
室
で
行
わ
れ
、

新
団
長
に
相
馬
義よ

し

人と

さ
ん
＝
筏
場

＝
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
大
川
良

樹
町
長
か
ら
辞
令
書
を
受
け
取
っ

た
相
馬
団
長
は
「
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
。
町
民
の
期
待
を
裏
切
ら

な
い
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し

た
。
大
川
町
長
は
「
町
民
の
生
命

財
産
を
守
っ
て
い
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

河
津
町
消
防
団
長
辞
令
交
付
式

▲竹内定教育長 ▲川尻一仁副町長

▲大川良樹町長から訓示を受ける
副町長・教育長

▲大川町長（右）、稲葉前消防団長（左）から激励
の言葉を受けている様子

　
さ
ら
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
町
で
は
４
月
１
日
に
人

事
異
動
を
行
い
、
新
た
な
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
副
町
長
に
川
尻
一
仁
氏
＝
笹
原

＝
、
教
育
長
に
竹
内
定
氏
＝
上
峰

＝
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
川
尻
副
町
長
は
「
重
責
を
担
い

新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
み
た

い
。
町
長
の
補
佐
を
し
な
が
ら
職

員
の
声
に
も
耳
を
傾
け
て
い
き
た

い
」、
竹
内
教
育
長
は
「
様
々
な

課
題
が
あ
る
が
、
地
域
や
職
員
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よろしく
お願いします

START
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町
の
助
成
・
補
助
制
度

魅
力
あ
る
賑
わ
い
の
町
へ

町
で
は
、
令
和
８
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
・
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
お
祝
い
・
子
育
て
」「
住
宅
・
安
全
」「
暮
ら
し
・
健
康
」「
商
工
・
農
業
」
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
。

事
前
に
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Topics

令和８年度

町の助成・補助制度

　
各
健
康
診
査
に
か
か
る
費
用
の

う
ち
、
妊
婦
健
康
診
査
（
合
計
最

大
11
万
５
８
０
円
）、
妊
婦
歯
科

健
康
診
査
（
最
大
４
千
円
）、
産

婦
健
康
診
査（
合
計
最
大
１
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
る
妊
婦
・
産
婦

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

　
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
際

に
か
か
る
保
険
対
象
医
療
費
の
自

己
負
担
分
と
、
入
院
時
の
食
事
療

養
費
標
準
負
担
額
を
助
成
し
ま

す
。

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
る
高
校
３
年
生

　
先
進
医
療
に
係
る
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
は
、
先
に
県
で
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
年
齢
制
限

あ
り
）

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

　
全
て
の
妊
婦
さ
ん
に
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
給
付
し
ま
す
。

●
対
象

　
町
に
住
所
の
あ
る
妊
婦

▽
支
給
額

①
妊
婦
給
付
５
万
円

②
妊
娠
し
て
い
る
こ
ど
も
の
人
数

×
５
万
円

※
流
産
・
死
産
等
の
場
合
も
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問 
健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

　
不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
（
治

療
費
・
通
院
に
要
し
た
交
通
費
）

や
、
不
育
症
治
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

①
一
般
不
妊
治
療
・
生
殖
補
助
医

療
１
回
２
万
円
を
限
度
に
年
間

10
万
円
ま
で

②
不
育
症
治
療
（
年
度
ご
と
に
負

担
額
の
10
分
の
７
、
上
限
24
万
１

５
０
０
円
ま
で
）

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保
険

法
の
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
養
者

で
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　
高
額
療
養
費
制
度
の
対
象
と
な

る
場
合
は
、
町
へ
申
請
す
る
前
に

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
ど
も
の
出
産
に
か
か
る
費
用

の
一
部
（
１
回
の
出
産
に
つ
き

10
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　
出
産
日
の
６
カ
月
以
上
前
か
ら

町
に
住
所
が
あ
り
、
町
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
人

問 

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

�

（
３
６
）
３
２
３
２

　
出
産
児
１
人
に
つ
き
、
一
時
金

と
し
て
50
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
出
産

し
た
人

問 

健
康
増
進
課　

保
険
年
金
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

１
助成
・補助

お
祝
い
・
子
育
て

１
出
産
費
助
成
制
度

出
産
育
児
一
時
金

不
妊
治
療
費
・

　
　

不
育
症
治
療
費
等
助
成
事
業

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

妊
婦
・
妊
婦
歯
科
・

　
　

産
婦
健
康
診
査
費
助
成
事
業

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
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家族も一緒にお祝い（さくら幼稚園　入園式）

住
宅
・
安
全

２
助成
・補助

２
　
住
宅
の
新
築
工
事
や
増
改
築
工

事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
経
費
の

10
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

（
15
万
円
を
限
度
）

●
対
象

▽
18
歳
未
満
の
こ
ど
も
が
い
る
世

帯
ま
た
は
申
請
時
点
で
妊
婦
の
い

る
世
帯

▽
100
万
円
以
上
の
工
事
を
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
り
住
宅
な
ど
を

所
有
し
居
住
し
て
い
る
人

▽
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 
福
祉
介
護
課　

福
祉
係

�

（
３
６
）　

３
２
３
２

　
家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
転
倒
防
止
器
具
を
設
置
す
る
住

宅
ま
た
は
併
用
住
宅
の
所
有
者
ま

た
は
居
住
者

問 

防
災
課　

防
災
係

�

（
３
４
）
１
１
１
２

　　
木
造
住
宅
の
１
階
部
分
へ
の
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
た
は
防
災
ベ
ッ

ド
の
設
置
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

の
額
と
し
、
限
度
は
40
万
円
。
た

相
当
（
18
歳
以
下
）
ま
で
の
人

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

�

　
赤
ち
ゃ
ん
の
聴
覚
検
査
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　
生
後
４
カ
月
未
満
児
（
検
査
日

に
、
児
と
産
婦
の
両
方
ま
た
は
い

ず
れ
か
が
町
に
住
所
が
あ
る
人
）

問 
健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

　
乳
児
期
（
１
カ
月
、
４
カ
月
、

10
カ
月
）
に
実
施
す
る
健
康
診
査

に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
る
乳
児

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

　
進
学
の
た
め
教
育
資
金
を
借
り

入
れ
た
人
、
ま
た
は
公
共
機
関
か

ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
人
に

対
し
利
子
を
補
給
し
ま
す
。

●
対
象

▽
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

校
、
専
修
学
校
な
ど
に
就
学
す
る

た
め
に
借
り
入
れ
た
教
育
資
金

▽
利
子
補
給
率
は
３
％
以
内
、
期

間
は
最
初
の
交
付
決
定
を
行
っ
た

日
か
ら
10
年
以
内

問 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

�

（
３
４
）
１
１
１
７

　
100
歳
に
達
し
た
人
に
10
万
円
を
、

88
歳
に
達
し
た
人
と
100
歳
以
上
の

人
に
記
念
品
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
り
（
住
所
地
特

例
の
人
は
従
前
住
所
地
）、88
歳
に

達
し
た
人
お
よ
び
100
歳
以
上
の
人

問 

福
祉
介
護
課　

介
護
係

�

（
３
６
）
３
２
３
２

　
高
校
生
が
通
学
に
利
用
す
る
伊

豆
急
行
線
の
通
学
定
期
券
購
入
に

係
る
費
用
の
一
部
ま
た
は
相
当
額

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
１
年
間

の
実
績
に
応
じ
、
２
月
に
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
内
に
住
所
が
あ
る
高
校
生
な

ど
（
高
等
学
校
、特
別
支
援
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
（
高

等
課
程
））
の
保
護
者

▽
バ
ス
通
学
定
期
乗
車
券
お
よ
び

回
数
券
の
補
助
と
区
間
が
重
複
し

な
い
こ
と

問 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

�

（
３
４
）
１
１
１
７

　
幼
稚
園
児
、小
学
生
、中
学
生
が
通

園
、通
学
で
利
用
す
る
東
海
バ
ス
定

期
券
、回
数
券
の
購
入
代
金
の
全
額

を
助
成
し
ま
す
。ま
た
高
校
生
の
通

学
に
つ
い
て
は
半
額
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　
町
内
に
住
所
が
あ
る
幼
稚
園
児
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
　

問 

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

�

（
３
４
）
１
９
２
４

新規
乳
児
健
康
診
査
費
助
成
事
業

敬
老
祝
金
お
よ
び
記
念
品

河
津
町
高
校
生
通
学
費
補
助
金

教
育
資
金
利
子
補
給
金

子
育
て
応
援

　
　
　
　

住
宅
整
備
事
業
補
助
金

家
具
転
倒
防
止
器
具
等

�

購
入
補
助
金

河
津
町
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
及
び

防
災
ベ
ッ
ド
整
備
事
業
費
補
助
金　

新規

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
費
助
成
事
業

通
学
定
期
乗
車
券

�

及
び
通
学
回
数
券
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令和８年度

町の助成・補助制度

３
助成
・補助

暮
ら
し
・
健
康

３

●
対
象

　
撤
去
は
道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
、
改
善
は
広
域
避
難
地
避
難

路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

●
そ
の
他
　

　
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

建
設
課　

管
理
係　

�

（
３
４
）
１
９
５
２

　
防
災
士
の
資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
受
講
料
や
防
災
士
認
証
登

録
申
請
料
、
旅
費
な
ど
を
対
象
に

10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
り
、
自
主
防
災

組
織
ま
た
は
区
に
所
属
し
て
い
る

人
で
自
主
防
災
組
織
ま
た
は
区
長

が
推
薦
す
る
人

問 

防
災
課　

防
災
係　

 

�

（
３
４
）
１
１
１
２

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
す
る

住
宅
（
店
舗
兼
用
住
宅
を
含
み
、

賃
貸
住
宅
は
除
く
）
に
新
た
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

人
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
令
和
７
年
度
よ
り
既
存
住
宅
へ

の
設
置
の
み
が
対
象
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

問 

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

�

（
３
４
）
１
９
２
４

　
木
造
住
宅
の
新
築
ま
た
は
増
築

を
町
内
の
業
者
に
依
頼
し
た
人

に
、
当
該
住
宅
に
賦
課
さ
れ
た
固

定
資
産
税
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　
申
請
日
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人
の
う
ち
、
町
税
な
ど
の
支

払
い
を
口
座
振
替
で
行
っ
て
い
る

人
、
も
し
く
は
今
後
口
座
振
替
を

す
る
人

●
そ
の
他

　
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課  

観
光
商
工
振
興
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

　
町
で
派
遣
す
る
専
門
家
が
、
対

象
と
な
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

だ
し
、
高
齢
者
等
の
居
住
す
る
住

宅
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
経
費

の
６
分
の
５
以
内
の
額
と
し
、
限

度
は
50
万
円
。
　

●
対
象

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
、
ま
た
は
同
日
に
工
事
中
で

あ
っ
た
居
住
の
た
め
に
継
続
し
て

利
用
す
る
木
造
軸
組
工
法
の
一
戸

建
て
の
木
造
住
宅

問 

防
災
課　

防
災
係

�

（
３
４
）
１
１
１
２

　
既
存
住
宅
へ
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
、

１
kw
に
つ
き
５
万
円
で
、
最
大
４

kw
（
20
万
円
）
ま
で
を
補
助
し
ま

す
。

を
一
棟
1
回
限
り
で
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

　
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
耐
震
補
強
計
画
の

作
成
や
、
工
事
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅

●
そ
の
他

　
契
約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

建
設
課　

管
理
係

�

（
３
４
）
１
９
５
２
　

 

　
地
震
発
生
時
に
倒
壊
・
転
倒
の

危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
ま
た
は
改
善
を
行
う
場
合
、

工
事
や
設
計
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　
猫
の
不
妊
手
術
ま
た
は
去
勢
手

術
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
飼
い
猫
ま
た
は
飼
い
主
の
い
な

い
猫
に
手
術
を
受
け
さ
せ
る
人

▽
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　
手
術
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

町
民
生
活
課　

窓
口
係

�

（
３
４
）
１
９
３
２

　
生
ご
み
の
堆
肥
化
処
理
機
な
ど

の
購
入
額
の
２
分
の
１
（
上
限
2

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　

設
置
費
補
助
金

木
造
住
宅
建
築
等

�

助
成
制
度
補
助
金

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
　
　
　

撤
去
改
善
事
業
補
助
金

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

TO
U
K
A
I

−

０ゼ
ロ 

＋
プ
ラ
ス

防
災
士
育
成
事
業
補
助
金

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
補
助
金

生
ご
み
堆
肥
化
促
進
事
業
補
助
金
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令和８年度

町の助成・補助制度

防
接
種
）
を
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

で
接
種
し
た
場
合
、
二
種
混
合
予

防
接
種
分
の
費
用（
７
０
０
０
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
11
歳
～
13
歳
未
満
（
小
学
６
年

生
）

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

　
こ
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
を
年
度
内
１
回
に
限

り
上
限
２
千
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人

▽
生
後
６
か
月
～
高
校
３
年
生
相

当問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

問 

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

�

（
３
４
）
１
９
２
４

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部

を
上
限
２
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て

１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
満
30
歳

以
上
75
歳
未
満
の
人
（
受
診
日
時

点
）

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な

い
世
帯
の
人

▽
町
の
き
っ
か
け
健
診
、
特
定
健

診
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
受
診

結
果
を
町
に
提
供
で
き
る
人

●
そ
の
他

　
受
診
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

健
康
増
進
課　

保
険
年
金
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

　
二
種
混
合
予
防
接
種
（
定
期
予

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
る
人

●
そ
の
他

　
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
１
世
帯
２
基
ま
で
　

　
一
度
申
請
を
し
て
い
る
場
合
は

５
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

問 

町
民
生
活
課　

窓
口
係

�

（
３
４
）
１
９
３
２

　
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
設
置
替
え
を
す
る
人
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象

　
町
内
に
浄
化
槽
を
所
有
し
、
町

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他

　
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
新
築
ま
た
は
改
築
な
ど
に
伴
う

設
置
替
え
は
対
象
外
で
す
。

問 

町
民
生
活
課　

窓
口
係

�

（
３
４
）
１
９
３
２

　
東
海
バ
ス
回
数
券
の
購
入
代
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
る
満
70
歳
以
上

の
人

●
そ
の
他

　
申
し
込
み
は
河
津
駅
前
案
内
所

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
若
年
が
ん
患
者
等
の
生
活
の
質

の
向
上
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

①
妊に

ん

孕よ
う

性
温
存
治
療
支
援
（
生
殖

機
能
温
存
に
要
す
る
経
費
を
助
成
）

②
医
療
用
補
整
具
購
入
支（
ウ
ィ
ッ

グ
や
人
工
乳
房
等
購
入
費
を
助
成
）

③
在
宅
療
養
生
活
支
援
（
末
期
が

ん
患
者
等
の
自
宅
療
養
者
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
用
具
な
ど
に

係
る
経
費
を
助
成
）

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
が
ん
患
者

①
妊に

ん

孕よ
う

性
温
存
治
療
の
凍
結
保
存

時
に
43
歳
未
満
の
人

②
年
齢
制
限
な
し

③
40
歳
未
満

問 

健
康
増
進
課　

健
康
係

�

（
３
４
）
１
９
３
７

　
河
津
町
出
身
者
お
よ
び
所
属

チ
ー
ム
等
の
応
援
遠
征
に
係
る
貸

切
バ
ス
代
金
等
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

●
対
象

　
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
組
織

す
る
10
人
以
上
の
団
体
等

問 

企
画
調
整
課　

交
流
係

�

（
３
４
）
１
９
２
４

寿
回
数
券

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

任
意
の
三
種
混
合

�

予
防
接
種
費
用
助
成

町
国
民
健
康
保
険

�

人
間
ド
ッ
ク
助
成

こ
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　

予
防
接
種
費
用
助
成

若
年
が
ん
患
者
等
支
援
事
業

河
津
町
ス
ポ
ー
ツ
等

　
　
　

活
躍
未
来
人
応
援
補
助
金
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４
助成
・補助

商
工
・
農
業

４
有
害
鳥
獣
駆
除
報
奨
金
制
度

新生活、いよいよスタート（河津中学校　入学式）

●
そ
の
他

　
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
過
去
に
補
助
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
事
業
者
は
、
補
助
を
受
け
た

年
度
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
て
い

れ
ば
再
度
申
請
が
可
能
で
す
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

　
切
枝
用
の
河
津
桜
植
栽
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
る
人（
団
体
）で

切
枝
用
河
津
桜
を
栽
培
し
、
販
売

す
る
目
的
で
実
施
す
る
事
業

▽
苗
木
を
10
本
以
上
一
括
購
入
し
　
　
　

植
栽
す
る
人
（
団
体
）

●
そ
の
他

　
植
樹
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

　
河
津
桜
の
剪
定
、
樹
木
医
診
断

費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
…
剪
定

２
万
円
、
樹
木
医
診
断
４
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　
個
人
が
所
有
す
る
土
地
ま
た
は

管
理
す
る
敷
地
内
で
植
栽
さ
れ
て

い
る
河
津
桜

●
そ
の
他

　
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

　
創
業
お
よ
び
経
営
改
善
事
業
に

必
要
な
資
金
融
資
を
受
け
た
人
に

対
し
利
子
の
一
部（
最
大
５
万
円
）

を
補
給
し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
内
の
個
人
事
業
者
や
起
業
し

て
新
た
に
町
内
に
店
舗
や
事
業
を

始
め
る
人

▽
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
　

に
よ
る
新
創
業
融
資
制
度
ま
た
は

マ
ル
経
融
資
（
小
規
模
事
業
者
経

営
改
善
資
金
融
資
制
度
）
を
受
け

た
人

▽
申
請
時
に
お
い
て
町
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と

問 

産
業
振
興
課�

観
光
商
工
振
興
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

問 

産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

　
農
作
物
の
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
、

電
気
柵
な
ど
の
購
入
に
か
か
る
費

用
の
一
部
、
設
備
購
入
費
の
２
分

の
１
（
上
限
10
万
円
ま
で
）
を
補

助
し
ま
す
。

●
対
象

　
町
に
住
所
が
あ
り
、農
作
物
な
ど

に
鳥
獣
被
害
を
受
け
た
人
ま
た
は

被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
人

●
そ
の
他

　
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

　
町
内
の
事
業
者
で
、
情
報
通
信

媒
体
を
活
用
し
て
事
業
拡
大
に
取

り
組
む
場
合
、
必
要
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　
町
内
の
個
人
事
業
者
お
よ
び
申

請
後
１
年
以
内
に
町
内
で
事
業
を

行
う
人
が
実
施
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
新
規
作
成
費
用
な
ど

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
鳥
獣

の
捕
獲
な
ど
に
駆
除
報
奨
金
を
支

給
し
ま
す
。

▽
猿
　
１
頭
２
万
２
０
０
０
円

▽
猪
・
鹿
　
１
頭
５
０
０
０
円

●
対
象

▽
町
内
で
対
象
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
人

▽
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
受
け
た
人

問 

産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

�

（
３
４
）
１
９
４
６

　
県
で
主
催
す
る
狩
猟
免
許
試
験

（
わ
な
免
許
）
お
よ
び
県
猟
友
会

主
催
で
行
わ
れ
る
試
験
予
備
講
習

会
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

●
対
象

▽
町
に
住
所
が
あ
り
、
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人

▽
新
た
に
狩
猟
免
許（
わ
な
免
許
）

を
取
得
し
た
人

●
そ
の
他

　
申
請
年
度
内
に
狩
猟
免
許
を
取

得
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

狩
猟
免
許
（
わ
な
免
許
）

�

取
得
補
助
金

鳥
獣
害
対
策
事
業
補
助
金

小
規
模
事
業
者

�
強
化
事
業
費
補
助
金

河
津
桜
維
持
管
理
助
成
金

切
枝
用
河
津
桜

�

新
植
支
援
事
業
費
補
助
金

河
津
町
創
業
及
び
経
営
改
善
対
策

�

貸
付
金
利
子
補
給
金
制
度
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ZOOM IN KAWAZU

まちの
出来事

　さくら幼稚園入園式が４月８日に行われ、
９人の園児が入園しました。新入園児は緊張
した様子でしたが、担任の先生が一人ひとり
の名前を読み上げると、手を挙げ「はい！」
と元気よく返事をしていました。
　入園式の最後には年長組園児による『チュー
リップ』の歌が披露され、さくら幼稚園の仲
間となった園児を歓迎しました。新しく出
会ったお友達とのどきどきわくわくの園生活
が始まります。

さくら幼稚園　入園式

にこにこ笑顔で入園♪

長年の功績に感謝
総務大臣感謝状伝達式

　国民参政135周年・普通選挙100周年・婦人参政80
周年を記念した選挙に関する功労者表彰の伝達式が３
月18日に町長室で行われました。大川良樹町長から
選挙管理委員会の元委員長である高川千

ち

里
さと

さん＝谷津
＝へ総務大臣感謝状を手渡しました。大川町長は「長
年の活躍に感謝申し上げます」と高川さんへ感謝を伝
えました。

感謝状を受け取る高川さんにぎわいあふれる軽トラ市
第50回河津寄って軽トラ市

　第50回河津寄って軽トラ市が３月22日姫宮通りで
行われました。当日は、34の事業者、団体が軽自動車
やキッチンカーを並べました。来場者は順番に店を回
り、希望の商品を品定めしたり馴染みの店で出店者と
の会話を楽しむ様子が見られました。第50回目の開
催を記念した餅まきも行われ、町内外の多くの来場者
でにぎわいました。

年長組から歌のプレゼント

多くの来場者でにぎわう餅まき

新しい友達との出会いにわくわく

元気よく「はい」と返事をする新入園児
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新入団員を代表して宣誓する村松さん

　河津町消防団入団式が４月５日、B&G体育館で行
われました。新入団員８人と新役員19人が相馬義人
団長から辞令を受けました。新入団員を代表して第１
分団の村松直

なお

哉
や

さん＝見高浜＝が「良心に従って消防
義務を全うすることを誓う」と宣誓し、無火災・無災
害の決意を新たにしました。式後、新入団員たちは、
指導員の指導の下、規律訓練に励みました。

決意新たに士気を高める
河津町消防団入団式

元気いっぱい新１年生
河津小学校　入学式

　河津小学校入学式が４月７日に行われ、22人の児童
が入学しました。鈴木浩司校長が、「児童全員と友達
になり、みんなで笑い合う楽しい学校生活を送ってく
ださい」と歓迎の言葉を述べると、新入生は真っ直ぐ
な目で鈴木校長を見つめ聞いていました。式を終えた
１年生は、新しい教科書を受け取り、保護者と一緒に
予定表やこれからの持ち物を確認しました。

初めての教室で教科書や持ち物を確認する新１年生

未来へつながる第一歩
河津中学校　入学式

　４月７日、河津中学校入学式が行われ 44 人の生徒
が入学しました。新入生を代表して髙野聖

せ

七
な

さんが「河
津中学校の生徒として、誇りを持って学校生活を送り
ます」と誓いの言葉を述べると、在校生代表の酒井
聖
のえる

夜さんは「一日でも早く学校生活に慣れるよう全力
でサポートします。たくさんの最高の思い出を一緒に
つくりましょう」と歓迎の言葉を述べました。川尻副町長から認定書を受け取る守人

河津桜守人新たに６人
河津桜守人の会　認定式

　河津桜守人の会認定式が４月８日に行われ、新たに
６人の守人が加わりました。座学や実技など各種講習
を修了し、河津桜守人に認定された６人に川尻一仁副
町長が認定証を手渡しました。その後に開かれた総会
では令和７年度の事業報告や収支決算について説明が
行われたほか、令和８年度の事業計画も議題として取
り上げられ、出席者による審議が行われました。

真新しい制服に身を包む新１年生
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さ

わ
やかフレッシ

ュ

374Fresh
津
町
役
場
で
は
新
規
採
用

職
員
６
人
を
迎
え
、
新
年

度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
た

に
河
津
町
職
員
と
な
っ
た
や
る
気

い
っ
ぱ
い
の
６
人
に
、
今
後
の
抱

負
を
聞
き
ま
し
た
。
町
民
の
み
な

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

▼
職
場
の
仲
間
と
手
を
取
り
合

い
、
町
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
誠
心
誠
意
職
務
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
町
民
生
活
課
）
梅
田
沙さ

穂ほ

▼
ま
だ
ま
だ
覚
え
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
窓
口
係
と

し
て
町
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

�

（
町
民
生
活
課
）
木
村
祐ゆ

う

斗と

▼
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
一
日
で
も
早
く
町
民
の
皆
様

の
力
に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。

�

（
産
業
振
興
課
）　

黒
田
未み

羽う

▼
町
民
の
方
々
に
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、
誠
実
な
対
応
を

心
掛
け
て
頑
張
り
ま
す
。

�

（
健
康
増
進
課
）　

増
井
亮

り
ょ
う

太た

▼
覚
え
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
全
力
で
頑

張
り
ま
す
。

�

（
教
育
委
員
会
）
小こ

城し
ろ

悠ゆ

亜づ

貴き

▼
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
役
に
立
て
る
よ

う
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
　

�

（
防
災
課
）　

板
垣
圭け

い

祐す
け

　

新
た
な
力
を
加
え
、
よ
り
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

河

実家のお片づけ問題
年齢を重ねるにつれて住環境の安

全性や快適さはますます重要にな

ると思うのです。物が多すぎるこ

とで転倒のリスクが高まったり、

必要な物が見つけにくくなったり

することもあるでしょう。だから

こそ、ただ「捨てる」「捨てない」

の二択ではなく、「どうすれば安

心して暮らせるか」という視点で

考えることが大切なのだと感じて

います。大切なのは物を減らすこ

とではなく、これからの暮らしを

より良くすること。もったいない

という想いと、安全で快適な生活、

その両方を大事にしながら実家の

片づけに向き合っていきたいと思

います。

藤塚　美佐子（56歳）

千葉県出身。2025年10月、河津町地域
おこし協力隊に着任。社会福祉協議会に
て、高齢者福祉を担当。

河津町地域おこし協力隊通信

にゃんダフルライフ

▲古い洋服は捨てずにリサイクルで、世界の
　子どもたちのためのワクチンへ

がまだ千葉に住んでいた頃、

母の家の片づけを目的に河

津を訪れたことがありました。 

結局その時はお喋りに花が咲き何

も出来ずに終わってしまったので

すが、移住した今、腰を据えて片

づけに取り掛かってみると、これ

がなかなか一筋縄ではいきませ

ん。その最大の問題は物を捨てら

れない事。「まだ使えるから」「捨

てるのはもったいない」その気持

ちも分かります。そうやって積み

重ねてきた物の一つひとつには思

い出や価値観が詰まっているんで

すよね。そしてその〝もったいな

い精神＂は、日本人らしい大切な

感覚であり、簡単に否定してはい

けないことも分かります。でも、

私

やる気いっぱいでスタート！

vol.2
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町立文化の家

図書館だより
https://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/

5 図書館カレンダー
May 2026

１ FRI

２ SAT

３ SUN 休館日（憲法記念日）

４ MON 休館日（みどりの日）

５ TUE 休館日（こどもの日）

６ WED 休館日（振替休日）

７ THU

８ FRI

９ SAT

10 SUN

11 MON 休館日

12 TUE

13 WED 時
と

間
き

のはこぶね

14 THU はらぺこあおむしの会

15 FRI

16 SAT

17 SUN

18 MON 休館日

19 TUE

20 WED 時
と

間
き

のはこぶね

21 THU はらぺこあおむしの会

22 FRI

23 SAT 幼児のおはなし会

24 SUN

25 MON 休館日

26 TUE

27 WED 時
と

間
き

のはこぶね

28 THU はらぺこあおむしの会

29 FRI

30 SAT

31 SUN 休館日（館内整理）

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書） 著 者 名 出 版 社

本を読めなくなった人たち 稲田 豊史 / 著 中央公論新社

海の深い話 藤倉 克則 / 監修 ニュートンプレス

選んだ道が一番いい道 大宅 邦子 / 著 サンマーク出版

樹脂粘土で作る季節の
ミニチュアスイーツ・アラカルト Hanairo/ 著 日本ヴォーグ社

ルカとチカ 長野 まゆみ / 著 講談社

書　名（児童書） 著 者 名 出 版 社

堀井雄二 堀井 雄二 / 監修
いおり 真 / まんが あかね書房

学校の合理的配慮 羽生 裕子 / 監修 汐文社

わたしたちの生活をおびや
かす生きものたち 江口 祐輔 / 監修 大月書店

サッカー「超」戦術理解＆
実践のポイント 谷田部 真之助 / 著 メイツ出版

わんわんフルーツかくれんぼ 村田 夏佳 / 作 アリス館

〈開館時間〉　９時〜18時　土・日は17時まで
〈休　館　日〉　月曜・祝日・月末日
問 町立文化の家図書館　☎︎34−1115

★2026年本屋大賞が決定しました★

おはなし会

かわづっこ子育てねっと主催 ★絵本作家・田
た

中
なか

清
き

代
よ

さんのおはなし会★

◆小学生向け…時
と

間
き

のはこぶね� （毎週水曜15：50〜16：20）
◆乳幼児向け…はらぺこあおむしの会�（毎週木曜10：30〜10：50）
◆幼 児 向 け…幼児のおはなし会�（第４土曜10：00〜10：30）

　本屋大賞は、全国の書店員さんが自分で読んで「おもしろかっ
た」「薦めたい」「売りたい」と思った本を投票し決定します。文
化の家図書館では、受賞した全作品を取りそろえています。

　３/22絵本作家・銅版画家の田中清代先生をお迎え

し、おはなし会を開催しました。

　絵本『くろいの』の原画展示に加え、様々な絵本の

読み聞かせや、先生が作詞作曲した「くろいの」の歌

もウクレレで披露してくださり、会場は和やかな雰囲

気に包まれ、とても素敵なお話会でした。

本屋大賞 『イン・ザ・メガチャーチ』　 朝井リョウ 日経BP日本
経済新聞出版

２位 『熟柿』　 佐藤　正午 KADOKAWA

３位 『PRIZE』　　 村山　由佳　 文藝春秋

４位 『エピクロスの処方箋』　　 夏川　草介 水鈴社

５位 『暁星』 湊　かなえ 双葉社

６位 『殺し屋の営業術』 野宮　　有  講談社

７位 『ありか』 瀬尾まいこ 水鈴社

８位 『探偵小石は恋しない』　 森　バジル　 小学館

９位 『失われた貌』　　 櫻田　智也　　 新潮社

10位 『さよならジャバウォック』　 伊坂幸太郎　 双葉社

No.277



122026.5　広報かわづ

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます

☎0120−560−655（年中無休）

保健福祉
センター
だより

かわづで子育て

か わ い く
■健康相談および母子健康手帳交付

と　き　５月25日（月）、６月１日（月）

13時30分〜15時30分

ところ　保健福祉センター

持ち物・妊娠届出書（病院で配付された

場合は持参）

・個人番号カード

・通帳など振込先の分かるもの

　（妊婦本人のもの）

■育児相談

と　き　５月15日（金）

　　　　10時〜11時30分

ところ　多目的室

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食や子どもの食

事に関する相談、育児相談、歯

科相談

持ち物　母子健康手帳

■くれよんくらぶ＂わくわくびより＂

と　き　５月17日（日）

　　　　13時30分〜14時30分

■５月生まれお誕生日会

と　き　５月29日（金）10時40分〜

問 かわづっこひろば� ☎︎36−3175

かわづっこひろば５月のイベント

今月のテーマ

茶葉で淹れた

お茶を飲んでみませんか。

健康増進課　☎34−1937

　
新
茶
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
有
数
の
産
地
で
あ
る
静
岡

県
で
は
、
お
茶
は
古
く
か
ら
日

常
に
根
づ
き
、
家
族
や
地
域
を

つ
な
ぐ
身
近
な
飲
み
物
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ

方
、
魅
力
あ
る
お
茶
の
効
能
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方

　
湯
の
み
に
一
度
沸
か
し
た
お

湯
を
入
れ
、
お
茶
を
淹
れ
る
の

に
適
し
た
温
度
ま
で
お
湯
を
冷

ま
し
ま
す
。
お
茶
は
、
お
湯
が

熱
い
と
苦
み
が
、
冷
め
て
い
る

と
甘
味
が
出
ま
す
。
新
茶
な
ど

の
さ
わ
や
か
な
香
り
や
う
ま
み

を
楽
し
み
た
い
場
合
は
、
70
℃

以
下
の
ぬ
る
ま
湯
が
お
す
す
め

で
す
。

　
そ
し
て
、
１
人
分
テ
ィ
ー
ス

プ
ー
ン
１
杯
く
ら
い
を
目
安
に

お
茶
っ
葉
を
急
須
に
入
れ
、
湯

の
み
の
中
で
冷
ま
し
た
お
湯
を

急
須
に
移
し
ま
す
。
葉
が
開
く

ま
で
、
１
分
ほ
ど
待
ち
、
濃
さ

が
同
じ
に
な
る
よ
う
回
し
注
ぎ
、

最
後
の
１
滴
ま
で
し
ぼ
り
き
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
ま
た
、
暑
く
な
る
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
冷
茶
も
お
す
す
め
で

す
。
淹
れ
方
は
、
い
つ
も
よ
り

も
多
め
の
茶
葉
を
急
須
に
入

れ
、
冷
た
い
水
で
ゆ
っ
く
り
抽

出
す
る
と
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

味
わ
い
に
な
り
ま
す
。

◆
魅
力
あ
る
お
茶
の
効
能
！

①
頭
が
す
っ
き
り
し
、
勉
強
や

運
動
能
力
が
ア
ッ
プ
！

②
お
茶
の
カ
テ
キ
ン
に
殺
菌
力

が
あ
り
、
虫
歯
や
口
臭
予
防
が

で
き
る
。

③
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
肌
の

ハ
リ
や
う
る
お
い
に
つ
な
が
る
。

④
血
糖
値
を
下
げ
る
ポ
リ
サ
ッ

カ
ラ
イ
ド
が
含
ま
れ
、
糖
尿
病

予
防
に
も
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
水
分
補
給
の
一
つ
と

し
て
、
積
極
的
に
お
茶
を
取
り

入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

35歳以上の８割超が歯周病

歯周病を予防しよう
　歯周病は歯を失う原因の第１位で、誰
でもかかる可能性のある病気です。この
機会に歯周病検診を受診しましょう。
▶対象者
　今年度20歳、30歳、40歳、50歳、
　60歳、70歳になる人
▶実施期間
　６月 1 日（月）～令和９年２月28日（日）
問 健康増進課�� ☎34−1937

歯周病検診を行う町内歯科医院

歯科診療所 地　区 電話番号 検診内容など

いとこ歯科クリニック 浜 34−1234 負担金

全員無料

内　容

歯と歯茎の診察、

検査

石原歯科医院 浜 34−0034

中村屋歯科医院 田中 32−0655

ワンズデンタルクリニック 下佐ケ野 66−1034

※現在歯科医院で治療している人も対象になります。
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町政 Pick Up
Kawazu Townあ

地
域
Ｄ
Ｘ
の
強
化
に
む
け
て

地
域
活
性
化
起
業
人
着
任

町
の
魅
力
を
発
信

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

　
河
津
町
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
委

嘱
式
が
３
月
30
日
に
町
長
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
河
津
町
出
身
で
ア
ル
サ
ー
ガ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
の
副
社
長
を
務
め
る

松ま
つ

濤な
み

徹と
お
る

さ
ん
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
鉄
道
部
シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
大

塚
雅ま

さ

士し

さ
ん
、
町
内
在
住
の
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
、つ
つ
け
ん
さ
ん
の
３
人
が
こ
の
度
、

河
津
町
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

し
て
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
中
は
町
の
魅

力
を
広
く
町
外
に
発
信
し
、
関
係
人
口
の

増
加
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
任
期
は

４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
で
す
。

▲委嘱状を受け取ったまちづくりアンバサダーの３人
　左から、つつけんさん、大塚さん、松濤さん

　
４
月
１
日
付
け
で
「
地
域
活
性
化
起
業

人
」
と
し
て
、「
株
式
会
社
ニ
コ
ン
日
総

プ
ラ
イ
ム
」
の
松
井
浩こ

う

二じ

さ
ん
が
着
任
し

ま
し
た
。
松
井
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
業
務
改
善
に
携

わ
っ
て
き
た
経
験
を
有
し
て
お
り
、「
経

験
を
活
か
し
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
民
間
の
専
門
的
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
導
入
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
本
制
度

に
よ
る
派
遣
は
今
回
で
４
人
目
で
す
。

日　

付
　
令
和
８
年
10
月
４
日

時　

間
　
午
前
７
時
～
午
後
６
時

場　

所
　
町
内
各
投
票
所

10
月
４
日
執
行 

河
津
町
議
会
議
員
選
挙

み
な
さ
ん
の
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う

▲着任後のあいさつをする松井さん

木
村
副
町
長
・
鈴
木
教
育
長
退
任

こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝

　
４
年
間
に
わ
た
り
副
町
長
を
務
め
た
木

村
吉
弘
氏
＝
谷
津
＝
と
、
２
年
８
カ
月
に

わ
た
り
教
育
長
を
務
め
た
鈴
木
弘
光
氏
＝

田
中
＝
が
３
月
31
日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
木
村
さ
ん
は
「
新
し
い
副
町
長
、

教
育
長
を
迎
え
、『
大
川
船
』
が
出
航
と

な
る
。
大
川
町
長
を
中
心
に
町
の
発
展
に

努
め
て
ほ
し
い
」、
鈴
木
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
の
不
安
を
期
待
に
変
え
、
一
町
民
と

し
て
町
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
退
任
式
終
了
後
に

は
、
大
川
良
樹
町
長
や
職
員
が
拍
手
で
見

送
り
ま
し
た
。

▲職員に拍手で送られる木村氏 ( 右 ) と鈴木氏

　
任
期
満
了
に
伴
う
河
津
町
議
会
議
員
選

挙
が
10
月
４
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
大
切
な
一
票
に
想
い
を
の
せ
て
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

期
日
前
投
票

　
当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会

�

☎
（
３
４
）
１
９
１
３

期　

間
　
９
月
30
日
～
10
月
３
日

時　

間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場　

所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
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広報かわづ配信中

救命講習（定期開催）の開催
　下田消防本部では、応急手当の普及

啓発のため、令和８年度から救命講習

を定期的に開催します。受講を希望さ

れる方は次の事項を確認の上、申し込

みください。

　詳細は下田消防本部公式ホームペー

ジ又は日程表・申込フォームからご確

認ください。

人　数　各回20人

　　　　※定員に達し次第締め切り

対　象　下田消防本部管内に在住・在勤

または在学の中学生以上の人

問 下田消防署救急係� ☎22−1889

　自動車税の納期限は、６月１日（月）

です。

▷金融機関、郵便局、コンビニ、MMK

設置店で納付できます。

▷６月１日まではスマートフォンの各

種決済アプリを利用してご自宅で納

付できます。

▷６月１日までは地方税お支払いサイ

トからクレジットカードで納付する

こともできます。決済手数料がかか

ります。

▷スマートフォン、クレジットカード

の納付は、金融機関・コンビニ等で

はできません。

　車検が近い人は金融機関やコンビニ

等で現金納付のうえ、添付の納税証明

書をご利用ください。

問 静岡県下田財務事務所課税課

� ☎24−2018

自動車税は６月１日まで

　町は、河津町文化協会員の作品を町

内外からの来客が多く訪れる町長室で

展示しています。

　季節に合わせて会員の作品を２カ月

ごとに展示を行い、４月～５月は平山

弥
や

寿
す

夫
お

さんの水墨画「清流」が展示さ

れています。

問 総務課� ☎34−1913

今月の納税
介護保険料１期
６月１日（月）が納期です。
問福祉介護課　☎36−3232

軽自動車税全期
６月１日（月）が納期です。
問町民生活課　☎34−1928

　障害のある人たちが事業所等で働い

て作った福産品の販売会を開催しま

す。

と　き　６月４日（木）、５日（金）

11時～14時30分

ところ　下田総合庁舎１階エントラン

スホール

出店者　賀茂地区の就労継続支援Ｂ型

事業所等（９事業所）

販売品　手芸品、木工品、縫製品、陶

芸品、野菜、パン、クッキー、

コーヒー、弁当など

問 賀茂健康福祉センター福祉課

� ☎24−2055

下田総合庁舎福産品販売会

対　象　①消防法第８条第１項の規定

により、防火管理者を定めな

ければならない防火対象物で

防火管理上必要な業務を適切

に行うことができる管理的・

監督的な地位にあって、資格

を有しない人

②将来、防火管理者として防

火管理業務にあたることが予

想される人

と　き　７月１日（水）～２日（木）

１日目　９時50分～16時50分

２日目　９時50分～15時55分

ところ　下田市民文化会館１階小ホール

受　付　５月28日（木）～６月10日（水）

定　員　60人

受講料　8,000円（税込）

※インターネット申込みのみ

クレジット払またはコンビニ

払い。　　　　

申　込　日本防火・防災協会ホームペー

ジから申し込んでください。

問 下田消防本部予防課

� ☎22−1849

　 （一財）日本防火・防災協会

� ☎03−6263−9903

甲種防火管理新規講習

後期高齢者医療保険料随時期
６月１日（月）が納期です。
問健康増進課　☎34−1937

町長室展示作品が変わりました

SNS型投資・ロマンス詐欺に注意
　SNS型投資、ロマンス詐欺の被害

が県内で増加しています。

●SNSやマッチングアプリ等で知り

合った相手から「投資」の話が出た

ら詐欺です。

●投資に「絶対に儲かる」はありませ

ん。うまい話ほど注意しましょう。

●「利益を受け取るために手数料が必

要」と個人口座への振込を要求され

たら詐欺です。

問 下田警察署管内防犯協会

� ☎27−2766

５/５～11 児童福祉週間
　５月５日（火）～11日（月）までは「こ

どもまんなか 児童福祉週間」です。

こどもの健やかな成長、こどもや家庭

を取り巻く環境について国民全体で考

えることを目的として、全国各地で啓

発事業や行事を行う期間です。

　静岡県内でも期間中、児童福祉の理

念の普及・啓発のための様々な行事が

行われます。こどもたちの健やかな成

長のために、地域でこどもや子育て家

庭を支えましょう。

問 静岡県こども未来課

� ☎054−221−3546

▲静岡県公式
ホームぺージ

６/１

▲ホームぺージ ▲申込フォーム

▲日本防火・防災ホームぺージ
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暮らしの情報 information

  お知らせ

（６月１日～７日まで水道週間です。）

「たいせつな　水道守ろう　未来へと」

　当町では、水道事業開始から55年

が経過し、水道施設の老朽化や耐震化

の遅れ、人口減少に伴う料金収入の減

少等の課題が多くあります。

　現在、朝日台配水池※１の更新事業

を行っており、河津配水池※２の耐震

化事業も取り組む予定のため、多額の

費用が必要となってきます。また今後

の河津町水道事業のあるべき姿として

「水道ビジョン」や「経営戦略」の見

直しも併せて行っており、安定的な経

営のために水道料金の改定を実施しな

ければなりません。改定率や実施時期

につきましては、決定次第お知らせい

たします。皆様のご理解、ご協力をお

願いします。

　

※１見高入谷地区の一部、及び長野地

区へ水を供給する施設

※２浜・笹原方面と見高方面へ水を供

給する施設、及び朝日台配水池に送

水する河津町で一番大きな水がめ

（貯水タンク）

問 水道温泉課� ☎34−1954

６/１～７　水道週間

（４月１日現在）

人　口 6,163 人 前月比 （−37）

（男） 2,980 人

（女） 3,183 人

世帯数 3,220 世帯 前月比 （−0）

（３月１日〜31日届出）

  戸籍だより

  ひとの動き

  人口と世帯

身近なこと生活相談へ
と　き　６月３日（水） 10時～15時

ところ　ふれあいホール

問 社会福祉協議会� ☎34−1286

  相　談

※このコーナーに掲載を希望しない場合は、
お申し出ください。

　障害のある人の就職や生活面での相

談、障害のある人たちを雇用する事業

主などの相談に応じます。障害者手帳

を持っていない人も相談できます。希

望する人は、事前に予約してください。

と　き　５月19日（火）

　　　　13時30分～15時30分

ところ　保健福祉センター

問 賀茂障害者就業・生活支援センター「わ」 　  

� ☎22−5715

障害者のための就労相談会

と　き　６月３日（水） 10時～15時

ところ　ふれあいホール

問 町民生活課� ☎34−1932

人権・行政相談

介護・法律相談
と　き　６月10日（水） 

　　　　介護相談　10時～12時

　　　　法律相談　13時～15時

ところ　子育て支援センター

法律相談は事前に予約してください。

問 社会福祉協議会� ☎34−1286

　三島年金事務所の職員が年金制度に

ついての質問や年金の請求、各種書類

の提出などを受け付けます。

と　き　６月２日（火） 

� 10時30分～12時、13時～15時

ところ　河津町役場（要予約）

問 健康増進課保険年金係

� ☎34−1937

と　き　６月11日（木） 

　　　　11時～12時、13時～16時

ところ　下田市役所（要予約）

問 下田市役所市民保健課

� ☎22−3922

日本年金機構出張相談

介護相談
　介護に関するお問い合わせ、相談を

受け付けています。

と　き　月曜日～金曜日

　　　　９時～16時　随時受付

ところ　サンシニア河津　相談室

問 サンシニア河津� ☎32−3203

▲朝日台配水池
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長
年
に
わ
た
り
園
芸
に
携
わ
っ
て
き

た
鈴
木
博
文
さ
ん
は
、
四
季
折
々
の
花

を
丹
精
込
め
て
育
て
、
そ
の
美
し
さ
と

魅
力
を
地
域
に
届
け
て
い
ま
す
。

　
近
所
で
花
を
栽
培
し
て
い
る
光
景
に

心
を
動
か
さ
れ
、
花
に
興
味
を
持
っ
た

こ
と
が
、
花
づ
く
り
の
道
を
志
す
き
っ

か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ハ
ウ
ス
内

に
は
、
鈴
木
さ
ん
が
大
切
に
育
て
た
ベ

ゴ
ニ
ア
や
パ
ン
ジ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

植
物
が
な
ら
び
、
い
き
い
き
と
し
た
空

間
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
土
づ
く
り

か
ら
水
や
り
、
日
々
の
細
や
か
な
手
入

れ
ま
で
、
一
つ
ひ
と
つ
に
心
を
配
り
、

培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、

安
定
し
た
品
質
を
保
ち
続
け
て
い
ま

す
。
季
節
の
移
ろ
い
に
寄
り
添
い
、
自

然
と
向
き
合
っ
て
育
て
ら
れ
た
花
々

は
、
多
く
の
人
に
癒
し
と
彩
り
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　
休
み
の
少
な
い
仕
事
で
あ
り
、
暑
い

日
も
寒
い
日
も
手
を
休
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な

く
、
や
め
よ
う
か
と
悩
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、「
山

王
園
芸
の
花
は
新
鮮
さ
が
あ
っ
て
い
き

い
き
し
て
い
る
」
そ
ん
な
消
費
者
か
ら

の
声
が
何
よ
り
の
励
み
と
な
り
、
さ
ら

な
る
向
上
へ
の
力
と
な
っ
て
い
る
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
行
事
や
日
常
の
風
景

の
中
で
花
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
て
お
り
、
そ
の
積
み
重
ね
が
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
「
花
の
ま
ち
」
で
あ
る
河
津

町
を
引
っ
張
っ
て
い
く
存
在
の
鈴
木
さ

ん
の
活
躍
に
注
目
で
す
。

町
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

姉妹都市 長野県白馬村通信

山王園芸

鈴木  博文さん
すずき　ひろふみ

見高入谷　56歳　

園芸農家としては花を栽培。きれいに咲いた

ときの喜びを励みに、日々花づくりに取り組

んでいる。

交通安全協会河津町分会長としても、町内の

交通安全啓発に尽力。

▲花の配置を調整する鈴木さん

編
集
後
記 村内小学校入学式

　

４
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
目
に
し

て
き
た
「
広
報
か
わ
づ
」
の
編
集
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
い
気

持
ち
と
同
時
に
、
責
任
の
重
さ
も
感

じ
て
い
ま
す
。

　

取
材
を
通
し
て
、
地
域
の
魅
力
や

あ
た
た
か
い
人
柄
に
触
れ
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
、
そ
の
瞬
間
の
笑

顔
を
大
切
に
切
り
取
り
、
皆
さ
ま
に

お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
親
し
み
や
す
い
広
報
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
k
）

　保護者の皆様や先生方が見守る中、たくさんの笑顔のあふれる入学式

となりました。友達との出会いや勉強、たくさんの行事など、新しい学

校生活への期待に胸を膨らませる様子が新入生たちの表情からも感じ取

れます。新入生・保護者の皆様、ご入学おめでとうございます。

▲希望に満ちた新１年生


